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2017 年 4 月 26 日 

 

「カザフスタン・四大国立公園の探勝ハイキングパーティの募集」  

カザフスタン山岳協会カズベク・バリエフ会長から案内が届きました。 

 

国際部長 花村哲也 

  

アジア山岳連盟(ＵＡＡＡ)では、各国山岳連盟間で合同の遠征登山やハイキングを行い、国際交流を

深めることを推奨しています。従来、合同の遠征登山が実行されてきました(ネパールの多数の山々、イ

ランのダマバンド山、キルギスタンのレニンピークほか)。これらは、各国合同の登山であり、各国連盟

の指導力や、言葉の壁から、各国の一般登山者参加が難しい状況でした。 

2013 年度ＵＡＡＡ総会で労山から、自国の山を紹介し安全登山を進める合同トレッキング(各国の多

数の登山者が参加できるもの)を拡げるよう提案し、採択されました。一連のものとして、キルギスタン

のアクサイ氷河トレッキング、中国の大姑娘山トレッキング、広島の宮島トレッキングなどが、実施さ

れてきました。ＵＡＡＡ間の交流の趣旨を生かす形で、カザフスタン山岳協会カズベク・バリエフ会長

からこのたび、カザフスタン・四大国立公園を探勝ハイキングの案内が労山宛に届きました。 日本人用

ツアーとなっています。  

労山としても参加することは、ＵＡＡＡ間で進めている「自国の山を紹介し安全登山を進める合同ト

レッキング」の趣旨に一致するものであり、交流推進のため、また交流ノウハウを得るためにも、良い

機会と考え、国際部で積極的に対応すべきと考えました。以下のような、交流、交換を図ることとして、

労山のパーティを編成し、参加しようと考えています。以下の日程で計画しますので、労山会員からの

参加を募集したく考えています。参加募集をしますので、希望者は花村宛にお申込みください。 

 

1. カザフスタンが大切にしている登山文化を理解する。 

2. 登山、ハイキングに対する国際交流、安全登山、自然保護などに関して、意見交換を行う。 

3. ＵＡＡＡの取り組む国際交流の意識を持って行動し、国際交流の在り方、ノウハウを伝承するた

めに、労山では国際部が、カザフスタンではカザフスタン山岳協会カズベク・バリエフ会長が、

お互いの窓口となって対応し、将来的にも交流継続、意見交換ができるようにする。 

4. 具体的には、労山側では花村哲也国際部長が窓口、ハイキング団のチーフリーダーを務める。ハ

イキングのメンバー数は、リーダーを含めて、10~15 名程度を予定する。 

5. ハイキング費用は、経済的なベースで対応できるよう、花村部長とカズベク・バリエフ会長で交

渉し、決定する。 

6. 日程は、夏の盆明けの比較的航空運賃の安い時期を選定し、2017 年 8 月 25 日(金)日本各地空港

発～9 月 2 日(土) 日本各地空港着とする。日本からカザフスタン首都のアルマトイ間の直行便が

なく、韓国仁川空港経由で、飛行機の飛ぶ(火)、(金)発から、上記日程を決めた。 
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記 

 

日程： 2017 年 8 月 25 日(金)日本各地空港発～9 月 2 日(土) 日本各地空港着 

人数： 10~15 人程度 

費用： （今後、交渉して決定するが、現時点の概算算定費用では、以下の通りである。） 

• 航空券代： (日本各空港~アルマトイ、往復） 約 10 万円 

 個人購入を原則としますが、まとめて購入することも可能である。 

 仁川空港での乗り換えに時間余裕をもって、切符を購入する。 

• カザフスタン国内旅行費用 

(カザフスタン山岳連盟会長の会社、Kan Tengri Expedition 社へ支払う) 

国内旅行費用総額：10 人分で 15,030$(1 人当たり 16.5 万円程度。但し 110 円/$で計算)  

・全交通費（A/C バス、4WD 車移動、その他すべてを含む)  

・宿泊費（アルマトイ四つ星ホテル泊：ツインを基本 1 泊＋8 日目昼利用 1 回。ユルトキャン

プ泊：パオテント、グループ全員が大部屋で就寝）。トレッキングテント泊：寝袋等は用意

される、2 泊。シャワー付き山小屋泊、1 泊。シャワー付きゲストハウス泊、2 泊) 

・ガイド、通訳：全行程 

・全食事 (ハイキングの場合は、弁当もあり) 

・入園料 

・国境域利用の許可取得 

 

費用に含まれないもの。 

・日本の空港までの交通費 

・救助費用 (労山新特別基金の加入を基本とします。) 

・飲物代 

・個人出費費用、土産代 

・チップ 

 

 

参加希望申込、連絡、相談先 

  日本勤労者山岳連盟 副理事長国際部長 花村哲也 

  Email: thana@apricot.ocn.ne.jp、携帯電話：090-1186-5948 
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日程 (バック黄色部分が、山歩き) 

 

第 1 日（8/25） 出発、アルマトイ着、ホテル行き 

 成田 1230＝1500 仁川（アシアナ航空）1810=2155 アルマトイ（アシアナ航空） 

 関空 1050＝1240 仁川（アシアナ航空）1810=2155 アルマトイ 

 福岡 1450＝1620 仁川（アシアナ航空）1810=2155 アルマトイ 

 中部 1150＝1345 仁川（アシアナ航空）1810=2155 アルマトイ 

 （その他、仙台、名古屋、松山、宮崎、熊本、沖縄空港からも接続便あり。) 

  

 アルマトイ空港出迎え後、ホテル行き(泊) 

 

第 2 日（8/26） イル・アラタウ国立公園、コク・ザイラウ高原 

 午前：メデオ・ゴルジュ（1560ｍ）

へ車移動、午後：コク・ザイラウ高

原ハイク山歩きハイク、途中 2520 地

点からアルマトイ市を展望、上り下

りしながら洋松林の尾根をアルマラ

サン渓谷に向かう。車で 1 時間、ア

ルマトイ湖（2800ｍ）へ。3800m 高

度まで登り山ホテル（2200ｍ）（泊） 

 

 

第 3 日（8/27） カザフ・アウル・エツノ村、黄金マン(人)博物館、ツルゲン渓谷 

 午前：アルマトイ経由でカザフ・アウル・エツノ湖村へ車移動（35ｋｍ）。カザフ伝

統民族ショウ(若者の馬合戦、民族ダンス)を楽しむ。アウルで昼食（カザフ伝統料

理）。 

 午後：ユネスコ世界遺産のイシュク複合建築体、黄金マン(人)博物館を見学する。

(黄金マンは、紀元前 2~3 世紀に埋葬されたスキタイ王子の戦士像で、金の装飾品で

覆われていた)。その後、ツルゲン渓谷に車移動(60 ㎞)。2300m にある洋松林のなか

のツルゲン川そばのバタン村トレッキングキャンプで夕食、テント泊①。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民族ショウ鑑賞と食事 黄金マン(人)博物館 
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第 4 日（8/28） ツルゲン渓谷、アッシイ高原 

 アッシイ峠(2600m)へ車移動。宇宙観測

所訪問。アッシイ川沿いをトレッキング

キャンプまで、4~5 時間の緩い下り歩

き。途中で、家畜を追いながらパオで生

活する遊牧民を見ることができる(トレッ

キングキャンプテント泊②)。 

 

 

第 5 日（8/29） アッシイ川、バチュルマ峠、アシュク・ダラ高原、ゼニシュク川、カインディ湖、

コルサイ湖 

 4WD 車 2 時間ドライブでアッシイ川渓谷をバティルマ峠（2300ｍ）へ車移動。その

後 2 時間の山歩きで、アシュク・ダラ高原のサリタウ村へ歩く。高山植物の咲き誇

る無限に続く緑の草原を通り、バカリ―峠（2000ｍ）を越え、ゼニシュク川を下

る。その後、車で 1978 年震災破壊のザラナッシュ村を経由し、クンゲイ・アラタウ

山域（80ｋｍ）のあるコルサイ・コルダリー国立公園へ着く。その後、カインディ

湖畔を 1~2 時間歩く。ミュンチルキー・コルサイ湖(20 ㎞)へ移動し、湖畔のゲスト

ハウス（2250ｍ）：シャワー付き、に泊まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コルサイ湖は、北天山(テンシャン)山域にある 3 つ山岳湖の総称である。湖面から

突き出ている常緑針葉樹トウヒの林立群の幻想的風景で有名なカインディ湖（左写

真、1818ｍ）や、最高位のベルフニュ・コルサイ湖(右写真、2850m)が含まれる。 

 

第 6 日（8/30） コルサイ湖、チャルン・キャニオン(渓谷)国立公園 
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 午前：コルサイ湖からベルフニュ・コルサイ

湖(2850m)へ登る。花を見ながら 3~4 時間の

ハイキング。コルサイ湖へ下る。 

  午後：チャルン・キャニオン国立公園へ車

移動。チャルン・キャニオン(右写真)は、米

国のグランドキャニオンに匹敵する規模で、

150 ㎞の長さ、深さ 300m に達する。人工物

のような柱構造の岩盤形状で、渓谷の城と呼

ばれている。途中、展望所から渓谷風景を楽

しむ。また、谷底へのハイキングも行う。ユルト(パオ)泊。渓谷の城で日没夕日を楽

しむ。 

  

第 7 日（8/31） チャルン・キャニオン国立公園、アルチュン・エメル国立公園、アクタウ山域 

 暑い砂漠地帯の旅行：アルチュン・エメル国立公園へのドライブ(230 ㎞)。この国立

公園は、固有種の動植物や、「唄う砂漠」（シンギング・デューン）で有名。色鮮や

かな色の岩肌、月影を見るような穏やかなアクタウ山域へ移動（70 ㎞)、途中野生動

植物を見る。そのあと、山歩きを行い、ゲストハウスへ。シャワー付き泊。 
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第 8 日（9/1） アルティンエメル国立公園、アルマトイで

シャワー、帰国への空港行き 

 午前：長さ 3 ㎞に続く、砂丘高さ 100m

の、音がする「唄う砂丘」（シンギング・デ

ューン）を通る。砂漠特有の野生動植物を

見る（50ｋｍ）。途中、砂丘（デューン）に

歩いて登る。 

   アルマトイへ移動（250km）。ホテルに

行き、レフレッシュする。アルマトイ市内

観光：パンフィロフ公園、ロシア正教寺院

を見てから、夕食。 

    

  21：00 に空港着、23：10 出発（アシア

ナ航空）。 

 

 

第 9 日（9/2）        帰国 

 ICN 着 0750/1000＝1220NRT（アシアナ航空、成田着) 

 ICN 着 0750/1405＝1550KIX（アシアナ航空、関空着） 

 ICN 着 0750/1230＝1350FUK（アシアナ航空、福岡着） 

 ICN 着 0750/1600＝1750NGO（アシアナ航空、中部国際着） 
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カザフスタン探勝ハイキング行程地図 

(アルマトイ⇒アラタウ国立公園⇒コルサイ国立公園⇒チャルン国立公園⇒アルチュン・エメル国立公園⇒アルマトイ) 

 


